
 

 

    

                     建災防だより 

令和６年 7月１日  

建設業労働災害防止協会香川支部 

〒760-0026  高松市磨屋町６－４ 

                         TEL：087-821-5243 FAX：087-821-5229 

Ｅメール： info@kensaibou-kagawa.jp 

                           ホームページ：https://kensaibou-kagawa.jp 

                           検索方法：建災防香川（けんさいぼうかがわ） 

 

※ 現在、全産業において死亡災害が７件発生しています。すでに昨年１年間の４件をｵｰﾊﾞｰし

ています。建設業は０件で推移していましたが、６月に配管切断工事において、ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀ

ｰによる死亡事故が発生しました。今一度、基本的な安全対策の徹底が必要です。 

 

 

 

７.８月号 

              主 な 内 容 

◎ 死亡労働災害多発緊急警報について 

◎ チェンソー・エンジンカッターなどの切断機具は安全な使用を！ 

◎ 第６０回通常総会（代議員会）を開催しました 

◎ 建設業における労働災害の発生状況について（５月末現在） 

◎ 令和６年度コスモス説明会のご案内 

◎ STOP！熱中症 クールワークキャンペーン 

◎ 解体・改修・各種設備工事を行う施工業者の皆さまへ 

◎ 東安全・衛生管理士によるコラム欄 

 

 

 

 

 

1 

https://kensaibou-kagawa.jp/


 

 

 ◎．死亡事故労働災害多発緊急警報について 

 県内で労災死亡事故が多発していることを受け、香川労働局は「死亡労働災害多発緊急警

報」を発出した。労働者に対する安全教育の実施、的確な安全指示の伝達を求めている。 
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◎．チェンソー・エンジンカッターなどの切断機具は安全な使用を！ 
 

   ～作業の軽視が事故を招きます～ 
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◎．建設業における労働災害の発生状況について 
 

 ＜令和６年５月末の全国の労働災害＞ 

・全産業の死亡者数・・・234人（前年同期比 ▲10人） 

・建設業の死亡者数・・・ 79人（前年同期比 ＋ 8人） 

・全産業の休業４日以上の死傷者数・・42.703人 （前年同期比 ＋502人） 

・建設業の休業４日以上の死傷者数・・ 4.459人 （前年同期比 ▲ 84人） 

  

 ＜令和６年５月末の香川県の労働災害＞ 

・全産業の死亡者数・・・6人（前年同期比 ＋5人、） 

・建設業の死亡者数・・・0人（前年同期比 ±0人、） 

・全産業の休業４日以上の死傷者数・・498人 （前年同期比 ▲37人） 

・建設業の休業４日以上の死傷者数・・ 41人 （前年同期比 ▲ 1 人） 

 

 ※建設業は５月末まで死亡事故０件で推移していましたが、６月に配管切断工事において 

  死亡事故が発生しました。 

 

◎．第６０回通常総会（代議員会）を開催しました。 

 
 第６０回通常総会（代議員会）を６月１４日にリーガホテルゼスト高松で開催しました。令和５年

度の事業報告・決算、令和６年度の事業計画・予算が原案通り承認されました。また、ご来賓の皆様

からご祝辞をいただき、無事に終わりました事を報告いたします。 
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◎．令和６年度コスモス説明会のご案内 

  国の指針に基づき、建設事業者向けに作られた安全衛生管理を回すシステムです。 
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◎．STOP！熱中症 クールワークキャンペーン 

  いよいよ夏本番です。「熱中症」は死に至る恐ろしい病気です。 
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◎．解体・改修・各種設備工事を行う施工業者の皆さまへ 

 石綿の事前調査は「建築物石綿含有建材調査者」が行う必要があります。 
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◎．東安全・衛生管理士によるコラム欄 

 

宝
ほう

 暦
れき

 治
ち

 水
すい

   ～小説“孤愁の岸”を通じて～ 
 

                                 安全・衛生管理士 東 昭三 

 

 宝暦治水とは、江戸時代の宝暦年間に行われた薩摩藩による濃尾三川つまり、木曽、長良川、揖斐川の

河川改修（分流）工事のことをいう。 

なぜ、九州の薩摩藩が遠く離れた濃尾地方の治水工事をするのかというと、それは幕府の指示によるも

の、いわゆる『御手伝（おてつだい）普請』であったからである。御手伝普請とは、築城や河川改修や街

道整備など、本来幕府が行うべき大規模な工事を大名に割り振って手伝わせる建設（おもに土木）工事の

ことをいう。現場で働く作業員の手配から資機材まで原則として大名が負担する。幕府にとっては、自分

の権力を誇示できるとともに、おもに外様の諸大名の蓄えを減らして勢力を削ぐことが目的の一つだった

といわれている。 

宝暦治水も外様大名の雄であった薩摩藩 77万石の財政的な力をそぐことと、毎年のように水害に見舞

われる幕府及び御三家の一つ尾張藩の所領であるこの地域を幕府の財政的負担なし（薩摩藩の負担）に安

全で肥沃な地域に変えるという、いわば一挙両得が目的だったといわれている。 

実はこの宝暦治水については史料が少なく、今日のコラムは、宝暦治水をテーマとした杉本苑子の小説

『孤愁の岸』を通じて現在の建設工事に活かせるポイントを探っていきたいと思う。 

私事で恐縮だが、私は学校を卒業し土木屋になってから 50 年近く

になる。卒業する際に、私がゼネコンに入ることになったと就職担当

の先生に伝えたところ、この宝暦治水の話をされたことを思い出す。

「結構厳しい職場だよ」というふうなことをおっしゃられたと記憶し

ている。 

土木屋になって数年たったころ、この小説に出会い、読んでみたと

ころ、まさに身に詰まされるところが多々あって印象に残っている。 

今年の五月の連休に数十年ぶりに読み返してみたので、ご紹介する

ものである。 

当時の木曽三川は図の左半分のように大小の本支流が網の目状にめ

ぐっていて、毎年のように大水で大きな被害を受けていた。3 本の川

の高さが異なるため、大雨が降ると低い川に向かい濁流が流れ込み、付近の田や村は水没していった。 

この工事では、あらゆるトラブルがおこった。 

現在でいうところの、 

(1)原価管理：工事費は 70 万両ともいわれ、すべて薩摩藩の持ち出しである。それは藩の二年分の全

収入に相当するものであった。 

(2)工程管理：工事中に大水の被害を受けたため、その復旧に時間もかかり、工程的にも厳しいものが

あった。 

(3)品質管理：幕府側の工事仕様書に反して施工した箇所が出水時に堤が切れ、その咎をとわれた。 

(4)安全管理：この工事での島津藩の死亡者（自決者を含む）は 90人ともいわれている。 

(5)発注者対策：幕府役人の工事監督は苛烈を極めた。 

(6)地元対策：工事が完成すれば利益を受けるはずの地元の百姓は工事を長引かせ、自分たちの実入り 

を優先させ、工事の進捗には非協力的であった。 

この工事の総奉行（統括安全衛生責任者）である平田靱負の対応策は次の一点であった。 

『村方請負（幕府との当初契約：工事の素人である百姓を使った施工形態）を町方請負（専門業者による

施工形態）に変更させること。』 

  この工事の成否のポイントを見極め『➀変更契約』を実現させるために、平田靱負はいかなる犠牲も

いとわなかった。幕府側の圧力、百姓側のストライキ、百姓側の息のかかった資材業者の納品拒否、薩摩

藩内部の軋轢等々を乗り越えて、ついに工事は完成した。 

この成功の裏にもう一つの重要な点があった。それは『変更契約』を勝ち取るためには、『➁相手側のキ

ーパーソン』を見極めよ。ということである。 

 この、『変更契約』と『相手側のキーパーソン』の見極めは、現在の建設工事にも活かせるポイントだ

と考える次第である。 

 

改修 

改修前の状況 現在の状況 

治水神社の説明版より 
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